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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

両
半
球
の
拠
点
を
結
ん
で
水
産
養
殖
の
新
未
来
へ

去
る
六
月
十
四
日
、
韓
国
忠
清
南
道
の
鮮
文
大
学
校
に
お
い
て
、
同
校
と
南

北
米
福
地
開
発
財
団
（
パ
ラ
グ
ア
イ
法
人
）
の
相
互
交
流
協
力
協
約
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
中
田
実
同
財
団
理
事
長
、
日
本
法
人
の
中
田
欣
宏
理
事
長
、
藤
原

総
支
部
長
、
奥
迫
夫
妻
が
鮮
文
大
学
を
訪
問
し
、
フ
ァ
ン
・
ソ
ン
ジ
ョ
総
長
を

は
じ
め
、
食
品
・
水
産
学
部
の
教
授
三
名
、
産
学
協
力
協
力
団
の
職
員
三
名
、

通
訳
一
名
が
歓
迎
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
な
お
、
協
約
式
の
前
日
に
は
、
藤

原
総
支
部
長
の
紹
介
に
よ
り
㈱
一
和
の
イ
・
ソ
ン
ギ
ュ
ン
社
長
夫
妻
と
懇
談
し
、

レ
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
水
産
研
究
室
見
学
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
、
協

約
式
の
時
間
が
持
た
れ
、
協
約
式
で
は
両
代
表
の
挨
拶
、
奥
迫
さ
ん
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
協
約
書
へ
の
署
名
、
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
学
側
は
、
産
学
協
力
を
進
め
る
一
環
と
し
て
快
く
協
約
を
結
ん
で
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
来
年
一
月
に
は
総
長
と
二
人
の
水
産
学
の
教
授
が
レ
ダ
を

訪
問
し
た
い
と
、
特
別
な
関
心
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

協
約
式
後
に
は
水
産
生
命
医
学
科
の
權
爀
樞(

ク
ォ
ン
・
ヒ
ョ
ク
チ
ュ)

教

授
と
共
に
中
田
実
理
事
長
と
奥
迫
夫
妻
が
、
国
立
水
産
科
学
院
の
内
水
面
養
殖

研
究
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
翌
日
に
は
微
生
物
を
餌
に
し
た
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ

の
養
殖
技
術
を
持
つ
㈱
ア
ク
ア
テ
ッ
ク
も
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

鮮文大学校と南北米福地開発財団
相互交流協力協約を結ぶ

左より、奥迫夫妻、中田欣宏理事長、中田実理事長、黄善祚総長、食品・水産学部の
權爀樞教授および權準永教授、藤原秀敏総支部長、金忠烈産学協力団チーム長韓国忠清南道の内水面養殖研究施設

奥
迫
さ
ん
の
報
告

こ
の
た
び
、
南
北
米
福
地
開
発
財
団
と
鮮
文
大
学
校
の

協
約
式
に
夫
婦
で
同
席
さ
せ
て
頂
い
た
事
を
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
今
後
レ
ダ

で
約
三
年
間
研
究
し
、
あ
る
程
度
の
成
果
を
出
し
た
あ
と
、
鮮
文
大
と
レ
ダ
が

正
式
に
繋
が
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
も
早
く
実
現

さ
れ
て
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
十
八
年
間
、
何
度
も
難
し
い
状
況

に
な
り
な
が
ら
も
、
文
総
裁
夫
妻
の
理
念
を
実
践
さ
れ
て
来
た
、
諸
先
生
方
の

精
誠
と
、
そ
の
具
体
的
な
成
果
ゆ
え
だ
と
強
く
感
じ
ま
す
。

今
回
、
正
式
に
レ
ダ
と
鮮
文
大
学
校
が
結
ば
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
技
術
指
導

や
、
物
品
的
な
支
援
を
受
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
鮮
文
大
を

通
し
て
、
韓
国
の
国
立
水
産
研
究
所
や
養
殖
場
な
ど
の
方
々
か
ら
も
協
力
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
鮮
文
大
の
教
授
が
レ
ダ

に
派
遣
さ
れ
、
学
生
が
現
地
で
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
修
士
・
博
士
号
を
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
レ
ダ
を
通
し
て
、
具
体
的
に
食
糧
・
貧
困
・
環
境
問
題

に
立
ち
向
か
う
実
力
を
持
ち
、
世
界
へ
貢
献
す
べ
く
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
夫
婦
も
、
レ
ダ
基
地
の
皆
様
と
鮮
文
大
の
方
々
か
ら
ご
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
「
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ナ
の
方
々
の
生
活
水
準
向
上
」
と
「
養
殖
に
よ
る
経

済
的
自
立
」
を
目
標
に
最
善
を
尽
く
し
、
万
民
と
万
物
と
の
福
地
実
現
に
貢
献

で
き
る
よ
う
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



見
捨
て
ら
れ
た
不
毛
の
地
を
、
内
陸
で
海
水
養

殖
が
で
き
る
奇
跡
の
地
へ
！

本
紙
前
号
で
、
養
殖
の
研
究
生
、
奥
迫
孝
顕
さ
ん
に
よ
る

「
持
続
可
能
な
パ
ク
ー
養
殖
を
目
指
し
て
」
と
い
う
研
究
発

表
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
そ
の
続
編
と
し
て
、
奥
迫

さ
ん
に
よ
る
、
も
う
一
つ
の
研
究
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

【
レ
ダ
の
地
下
塩
水
を
利
用
し
た
エ
ビ
養
殖
の
可
能
性
】

レ
ダ
の
土
地
は
、
太
古
に
海
底
で
あ
っ
た
た
め
に
多
く
の

塩
分
が
含
ま
れ
て
い
て
、
一
般
の
農
作
に
は
不
向
き
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
塩
分
を
利
用
し
て
海
水
魚
の
養
殖
が
で
き
れ

ば
画
期
的
な
産
業
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
十
一

月
、
レ
ダ
で
深
さ
16
ｍ
の
井
戸
を
掘
っ
て
地
下
水
を
汲
み
上

げ
、
そ
の
成
分
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
海
水
と
変

わ
ら
な
い
水
質
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

通
常
の
海
水
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
が
い

な
い
こ
と
で
す
。
通
常
、
海
水
を
用
い
て
養
殖
を
す
る
場
合
、

細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
を
除
去
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

レ
ダ
の
地
下
塩
水
は
そ
の
ま
ま
養
殖
に
使
う
こ
と
が
で
き
、

細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
を
除
去
す
る
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
地
下
塩
水
を
利
用
し
、
レ
ダ
の
環
境
で
養
殖
を
す
る

に
あ
た
り
、
最
適
と
見
ら
れ
る
の
が
「
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ

（M
a
c
r
o
b
r
a
c
h
i
u
m

r
o
s
e
n
b
e
r
g
i
i

）
」
で
す
。
オ
ニ
テ
ナ

ガ
エ
ビ
は
、
最
大
種
の

淡
水
エ
ビ
で
、
東
南
ア

ジ
ア
を
中
心
に
世
界
的

な
需
要
も
高
く
、
近
年

生
産
量
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
成
長
が
速
く

（
半
年
で
産
卵
可
能
）
、

雑
食
性
（
リ
ン
ゴ
・
マ

ン
ゴ
ー
の
皮
な
ど
も
食

べ
る
）
で
、
成
長
過
程

も
三
段
階
と
シ
ン
プ
ル
、

年
に
五
～
六
回
産
卵
し
、

一
回
当
た
り
一
万
～
五

万
匹
が
孵
化
、
病
気
の
発
生
例
も
な
く
、
養
殖
に
と
て
も
適

し
た
エ
ビ
で
す
。

水
温
13
～
40
℃
（
10
℃
以
下
で
死
滅
）
、
塩
分
濃
度
０
～

15p
p
t

（
淡
水
～
汽
水
）
で
生
存
す
る
の
で
、
レ
ダ
の
高
い

気
温
と
パ
ラ
グ
ア
イ
川
の
天
然
水
で
養
殖
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
暑
い
地
域
で
な
け
れ
ば
、
水
温
を
保
つ
た
め
の
光
熱

費
が
か
か
り
ま
す
が
、
レ
ダ
で
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
は
、
孵
化
時
と
仔
エ
ビ
の
期
間
は
汽
水

で
生
育
し
、
稚
エ
ビ
と
成
エ
ビ
は
淡
水
で
も
育
ち
ま
す
。
仔

エ
ビ
を
育
て
る
た
め
の
餌
と
し
て
、
ア
ル
テ
ミ
ア
と
い
う
微

生
物
が
必
要
で
す
が
、
こ
れ
は
と
て
も
高
価
で
す
（
一
Kg
約

二
万
円
で
、
二
万
三
千
匹
の
仔
エ
ビ
か
ら
千
三
百
～
四
千
六

百
匹
の
稚
エ
ビ
を
育
て
ら
れ
る
）
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ル
テ
ミ

ア
は
塩
水
湖
に
生
息
す
る
微
生
物
で
、
レ
ダ
の
地
下
塩
水
で

も
培
養
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
レ
ダ
で

は
、
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
養
殖
に
か
か
る
三
大
コ
ス
ト
の
塩

代
・
光
熱
費
・
飼
料
調
達
費
が
削
減
で
き
る
の
で
、
最
高
に

有
利
な
条
件
が
揃
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

仔
エ
ビ
が
稚
エ
ビ
に
成
長

す
れ
ば
、
タ
ロ
イ
モ
の
水
田

に
放
流
（
一
㎡
あ
た
り
五
～

十
匹
）
し
て
育
て
る
こ
と
で

相
乗
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

エ
ビ
が
、
タ
ロ
イ
モ
に
と
っ

て
害
に
な
る
雑
草
や
タ
ニ
シ

の
増
殖
を
抑
制
し
、
排
泄
物

は
肥
料
に
な
り
ま
す
。
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
や
専
用
の
池
で
養

殖
す
る
よ
り
エ
ビ
の
生
産
性

は
落
ち
ま
す
が
、
手
間
を
か

け
ず
に
、
半
年
で
エ
ビ
と
タ

ロ
イ
モ
の
両
方
を
収
穫
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

収
穫
し
た
エ
ビ
は
、
出
荷

前
に
地
下
塩
水
で
飼
育
し
、

臭
み
を
取
り
除
き
、
食
味
を

良
く
し
て
付
加
価
値
を
上
げ
ま
す
。
最
後
に
、
仔
エ
ビ
や
ア

ル
テ
ミ
ア
の
生
産
、
収
穫
後
の
後
処
理
に
使
っ
た
地
下
塩
水

（
排
水
）
を
好
塩
性
作
物
に
よ
っ
て
浄
化
お
よ
び
淡
水
化
さ

せ
、
環
境
に
優
し
い
エ
ビ
養
殖
を
完
結
さ
せ
ま
す
。
こ
の
処

理
活
用
す
る
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
と
い
う
好
塩
性
作
物
は
、
ヘ

ル
シ
ー
な
食
材
と
し
て
も
注
目
さ
れ
、
一
石
二
鳥
で
す
。

か
つ
て
塩
害
に
よ
り
作
物
が
育
た
ず
見
捨
て
ら
れ
た
不
毛

の
地
を
、
内
陸
で
海
水
養
殖
が
で
き
る
奇
跡
の
地
に
変
え
る

試
み
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
技
術
を
確

立
し
、
平
和
の
文
化
を
育
む
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
疎
外
さ
れ
て
き
た
先
住
民
の

人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
、
世
界
の

環
境
・
食
糧
・
貧
困
問
題
解
決
の
モ
デ

ル
を
提
示
で
き
る
で
し
ょ
う
。

●
奥
迫
孝
顕：

鮮
文
大
学
校
水
産
生
命

医
学
科
卒
業
、
第
13
回
国
際
協
力
青
年

奉
仕
隊
員
、
昨
年
九
月
よ
り
本
年
三
月

に
か
け
て
、
レ
ダ
基
地
で
青
年
中
期
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
。

レダ基地の地下水ボーリング調査。
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第3次青年ボランティア国際チーム
6月28日～7月3日 バイア・ネグラ

7月3日～7日 レダ

ゴミ缶を塗装し、文字と絵を描き入れる。6月29日 バイア・ネグラの町ぐるみで大きな歓迎を受けた国際チーム。

「清掃を通じて心も清め、神と人と万物を愛そう」をモットーに78個を町に設置。 子供たちが植樹を手伝う。7月2日

ヤシの原野で開墾体験。7月5日 レダパクーの内臓を除去する。7月4日 レダ 花壇を造り種まきをする。7月6日 レダ

タロイモの収穫体験。7月5日 レダ 収穫したタロイモをパラグアイ川の岸辺できれいに洗った。7月5日 レダ



第
17
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊

支
援
の
お
願
い

レ
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
以
来
、
当
会
で
は
毎
年
国

際
協
力
青
年
奉
仕
隊
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

バ
イ
ア
・
ネ
グ
ラ
と
レ
ダ
を
中
心
に
、
子
供
た
ち
の
学
習
環

境
の
整
備
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
植
樹
な
ど
の
奉
仕
活
動
、

お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
交
流
、
動
植
物
を
中
心
と
す
る

大
自
然
の
体
験
学
習
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
隣
地

域
の
首
長
と
学
校
と
住
民
た
ち
と
は
、
す
で
に
青
年
奉
仕
隊

の
訪
れ
を
、
大
変
に
楽
し
み
に
し
、
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
よ
り
、
若
い
世
代
に
よ
る
レ
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
相
続
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
三

名
の
青
年
が
、
奉
仕
後
そ
の
ま
ま
数
か
月
レ
ダ
に
滞
在
し
奉

仕
す
る
予
定
で
す
。
青
年
局
長
も
初
め
て
青
年
奉
仕
隊
に
同

行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
次
世
代
の
レ
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か

皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

未
使
用
の
切
手
・
ハ
ガ
キ
も
支
援
に
な
り
ま
す
！

●
支
援
金
の
送
り
先

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら：

記
号
１
０
２
８
０

番
号
６
１
３
４
９
７
５
１

そ
の
他
の
金
融
機
関
か
ら：

店
名
〇
二
八

店
番
０
２
８

普
通
預
金
６
１
３
４
９
７
５
１

●
未
使
用
の
切
手
・
ハ
ガ
キ
の
送
り
先
、
お
よ
び
お
問
合
せ

は
、
下
段
左
の
、
当
法
人
事
務
局
へ
お
願
い
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会

E-メール: office@asd-nsa.com
ホームページ: asd-nsa.com

国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
派
遣
の
あ
ゆ
み

♥
二
〇
〇
〇
年：

ボ
ケ
ロ
ン
村
小
学
校
付
属
施
設
の
建
造
工

事
に
お
け
る
勤
労
奉
仕
作
業
、
他

♥
二
〇
〇
一
年：

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
村
小
中
学
校
舎
改
修
工
事

に
お
け
る
勤
労
奉
仕
作
業
、
他

♥
二
〇
〇
二
年：

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
村
小
中
学
校
舎
改
修
工
事

に
お
け
る
勤
労
奉
仕
作
業
、
他

♥
二
〇
〇
三
年：

デ
ィ
ア
ナ
村
小
中
学
校
舎
建
設
工
事
に
お

け
る
勤
労
奉
仕
作
業
、
他

♥
二
〇
〇
四
年：

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
村
中
学
校
舎
建
設
工
事
に

お
け
る
勤
労
奉
仕
作
業
、
他

♥
二
〇
〇
五
年：

カ
ト
ル
セ
・
デ
・
マ
ジ
ョ
村
小
学
校
舎
建

設
工
事
に
お
け
る
勤
労
奉
仕
作
業
、
他

♥
二
〇
〇
六
年：

サ
ン
・
カ
ル
ロ
ス
、
ト
ロ
・
パ
ン
パ
、
オ

リ
ン
ポ
、
バ
イ
ア
・
ネ
グ
ラ
の
各
小
学
校
に
教
科
書
、
学
習

書
、
学
習
教
材
等
を
寄
贈
。

♥
二
〇
〇
七
年：

フ
エ
ル
テ
・
オ
リ
ン
ポ
市
内
に
お
い
て
、

生
徒
と
と
も
に
植
樹
活
動
、
他

♥
二
〇
〇
八
年：

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
村
に
お
い
て
、
小
中
学
校

生
徒
と
と
も
に
植
樹
活
動
、
他

♥
二
〇
〇
九
年：

デ
ィ
ア
ナ
村
小
学
生
と
と
も
に
植
樹
活
動
、

シ
ウ
ダ･
デ
ル･

エ
ス
テ
市
内
高
校
生
と
植
樹
活
動
、
他

♥
二
〇
一
〇
年：

カ
ト
ル
セ
・
デ
・
マ
ジ
ョ
村
、
バ
イ
ア
・

ネ
グ
ラ
市
、
ミ
ン
ガ
・
グ
ア
ス
市
で
小
中
高
生
と
と
も
に
植

樹
活
動
、
他

♥
二
〇
一
一
年：

フ
エ
ル
テ
・
オ
リ
ン
ポ
市
で
農
地
開
墾
作

業
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
村
で
植
樹
活
動
、
他

♥
二
〇
一
二
年：

マ
リ
ア
・
ア
ウ
シ
リ
ア
ド
ー
ラ
村
の
学
校

舎
修
繕
と
村
内
奉
仕
活
動
、
他

♥
二
〇
一
三
年：

ト
ロ
パ
ン
パ
村
の
学
校
舎
修
繕
と
村
内
奉

仕
活
動
、
ミ
ン
ガ
・
グ
ア
ス
市
で
高
校
生
と
植
樹
活
動
、
他

♥
二
〇
一
四
年：

デ
ィ
ア
ナ
村
の
学
校
舎
修
繕
と
村
内
奉
仕

活
動
、
エ
ル
ナ
ン
ダ
リ
ア
ス
市
で
高
校
生
と
植
樹
活
動
、
他

♥
二
〇
一
五
年：

バ
イ
ア
・
ネ
グ
ラ
市
の
中
・
高
等
学
校
舎

修
繕
、
市
内
ク
リ
ニ
ッ
ク
修
繕
、
植
樹
、
他

♥
二
〇
一
六
年：

デ
ィ
ア
ナ
村
の
小
・
中
学
校
舎
外
壁
塗

装
、
校
庭
へ
の
植
樹
、
埋
め
込
み
式
黒
板
の
寄
贈
、
他

お便り募集

読者の皆様からのお便りを
募集します。本紙記事へのご
感想や提案、皆様個人やご
家庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちして
います。宛て先は、事務局
office@asd-nsa.com
へお願いします。

会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上
げます。それが確認でき次第、会員番号を確
定し、ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつけ
ください。ホームページからも入手できます。

苗木と愛を同時に植える。ビバー！

泥まみれになってタロイモ収穫体験。

Celastrina argiolus


